
叙勲・褒章を受章された

みなさんをご紹介します
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去
る
４
月
１
日
に
逝
去
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れ
た
、

元
上
里
町
立
長
幡
小
学
校
長
の
故

荻
野
晃
男
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４
月
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日
付
け

で
瑞
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章
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授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

政
府
は
、
４
月
14
日
付
け
で
第

18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

者
、
４
月
28
日
付
け
で
春
の
褒
章

受
章
者
、
４
月
29
日
付
け
で
春
の

叙
勲
受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
次
の
み
な
さ
ん
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

児玉総合支所建て替えにより建設する複合施設

故 野 晃男 氏
(見福１丁目)

　現在は、その機能をもとに両施設の基本設計に入っていますが、それと並行して、施設の基本設計ワーク
ショップ（意見交換会）を開催しています。
　ワークショップでは、間取りや使い勝手等について、利用者のみなさんなどと意見交換を行っており、その
ご意見も取り入れながら８月末を目途に基本設計をまとめていきます。

★企画課☎㉕１２４６

機 能 が 決 ま り ま し た

《コンセプト》
　地域に身近なサービスを提供する拠点とし、市民交流の機能を有した誰もが利用しやすい複合型施設とす
ることで、児玉地域住民の利便性と地域のにぎわいの創出、歴史・文化など観光の情報発信をするとともに
公共施設再配置の先導的役割を果たします。
《機能》
◎行政窓口機能
　住民票の発行等、市民サービスの提供拠点
◎生涯学習機能
　 多様化する市民ニーズと将来の変化に柔軟に対応で
きる部屋を設置
◎展示・情報発信機能
　 塙保己一の遺品等の展示・保管場所を整備し快適な
環境を整えるとともに、児玉地域の歴史・文化など
観光の情報発信を行うスペースを設置
◎健康づくり機能
　 児玉保健センターで実施している健康づくりの場や
乳幼児健康診査事業等に柔軟に対応できる多目的ス
ペースやゆとりのあるエントランスホールを設置
◎子育て支援機能
　 児童に健全な遊びの場を与え、その健康を増進し、
情操を豊かにするスペースを設置
◎防災機能
　 非常災害時において、地域住民が一時避難できる安
全安心の場を提供

《機能決定に伴い統合する公共施設》
◎児玉公民館
◎児玉公民館別館
◎塙保己一記念館
◎児玉保健センター

児玉総合支所建て替え複合施設 建設計画スケジュール
平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

基本設計・
実施設計業務

支所解体工事

建設工事

外構工事

児玉総合支所本庁舎



平成24年6月1日号5

◎
第
18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）】

◎
平
成
24
年
春
の
叙
勲

【
瑞
宝
単
光
章
】

◎
平
成
24
年
春
の
褒
章

【
黄
綬
褒
章
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【
藍
綬
褒
章
】

小澤 洋八郎 氏
(寿１丁目)

藤井 仁 氏
(若泉２丁目)

堀 修平 氏
(西富田)

山下 征夫 氏
(児玉町下浅見)

盛田 恵美子 氏
(台町)

市民プラザ跡地に建設する複合施設

　市では、「市民プラザ跡地に建設する複合施設」及び「児玉総合支所建て替えにより建設する複合施設」に
ついて、平成27年度末の完成を目指し、様々な機能が複合する施設として整備を進めています。
　これまで関係部局で、各施設利用状況の現状把握等を踏まえた機能及び規模の検討を行い、建設に関する自
由意見の募集、公共施設再配置・複合施設機能検討懇談会を開催しました。そこでいただいたご意見や各種団
体からの要望書等を参考に両施設の機能を決定したのでお知らせします。

新 し い 複 合 施 設 の

《コンセプト》
　世代を超えて多くの人が集い交流する、誰もが利用しやすい複合型施設を市街地の中心部である市民プラザ
跡地に整備し、加えて本庄まつり等、各種イベントのメイン会場にも対応できるイベント広場を整備すること
で、行政サービスの向上と地域の発展及び活性化を図るとともに公共施設再配置の先導的役割を果たします。

《機能》
◎生涯学習機能，◎市民活動推進機能，◎健康づくり・子育て・福祉支援機能
　 多種多様な市民ニーズに対応できる部屋を設置・団体
の専用区分は設けず各部屋を有効活用・所属団体にと
らわれず分け隔てなく交流

◎多世代交流機能
　 予約なしで使えるテーブル席など、若い世代からお年
寄りまで誰もが気軽に立ち寄れるスペースを設置

◎展示・情報発信機能
　 山車の展示等、市内外へ歴史・文化など観光の情報発
信を行うスペースを設置

◎イベント会場機能
　 各種イベントで利用できる広場を設置（普段は駐車場
として利用）

◎防災機能
　 非常災害時において、地域住民が一時避難できる安全
安心の場を提供

《機能決定に伴い統合する公共施設》
◎中央公民館
◎コミュニティセンター

市民プラザ跡地複合施設 建設計画スケジュール
平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

基本設計・
実施設計業務

建設工事

外構工事

市民プラザ跡地


